
流域治水推進事業 –雨水貯留タンクの設置-

背景・課題

■激甚化・頻発化する災害

令和元年東日本台風（千曲川 長野市）

・気候変動の影響により、近年、全国各地で水害が激甚化・頻発化しています。
・長野県においても、令和元年東日本台風をはじめ、毎年のように、洪水による
浸水被害が発生しています。

長野県において、浸水被害の防止・軽減が喫緊の課題です。

流域治水の取組拡大には、一人一人の意識の醸成や
自分事化がカギ！

■流域治水への転換

〇気候変動により水害リスクが増大する中で・・・

・河川管理者が行う河川整備だけでは、安全度の早期向上は困難です。
・流域で暮らし、社会経済活動を営む、あらゆる関係者が協働して水害を軽減させる
「流域治水」の取組が重要です。

流域治水のイメージ 国土交通省資料より



現状の
課題

流域治水推進事業 –雨水貯留タンクの設置-

事業内容

■長野県における流域治水の取組

〇治水ONE NAGANO宣言（共同宣言）

・長野県では、県独自の「長野県流域治水推進計画」を令和３年２月に策定し、流域治水に係る各取組について
５か年（令和３～７年度）の数値目標を設定し、計画的・集中的に進めています。

〇流域治水シンポジウム

〇普及啓発（グッズ、CM放送 等）〇ため池や水田を活用した雨水貯留
ため池（千曲市） アルクマ（県公式キャラクター）

流域治水バージョン
缶バッチ、ピンバッチ

CM放送

〇防災意識の普及



現状の
課題

流域治水推進事業 –雨水貯留タンクの設置-

事業内容

■企業版ふるさと納税×流域治水

〇５か年（令和３～７年度）の設置目標：４３９基（令和４年度末時点で１８２基設置完了）

皆様のご寄付を活用し、早期目標達成に向け、雨水貯留タンクの設置を進めます！

■流域治水における雨水貯留の取組
・流域に雨水を貯留する取組（河川や水路への流入抑制に寄与）に「雨水貯留タンクの設置」があります。一つのタンク
だけでは少ない貯留量ですが、住宅や事業所等のあらゆる施設に設置されることで、大きな効果が期待できます。
・長野県では、タンクの効果を皆様に広く知っていただくため、県有施設への雨水貯留タンクの設置を進めています。



流域治水推進事業 –雨水貯留タンクの設置-

企業の皆様へ

ぜひ長野県の流域治水の取組にご賛同いただき、サスティナブルな社会を実現しましょう！

長野県の取組にご協力をお願いします！
ご協力いただいた皆様には、社会貢献活動を様々なかたちでPRさせていただきます。
例 ・県HPでのPR

・雨水貯留タンクに企業名を明記
・寄付金額に応じて、感謝状を贈呈 など

長野県の「企業版ふるさと納税」を知ってもらいたいので、noteはじめました！
https://note.com/hurusatonouzei/ 長野県 流域治水

長野県建設部河川課
MAIL：kasen@pref.nagano.lg.jp TEL：026-235-7310

連絡先

長野県では、「治水ONE NAGANO」をスローガンに掲げ、
県民一丸となって、流域治水を進めています。

https://note.com/hurusatonouzei/
mailto:dx-promo@pref.nagano.lg.jp

